
△24

差引一般財源 26,493 26,430 25,580 850

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 2. 公民館管理運営事業

5. 社会教育費 1. 中央公民館管理運営事業

3. 公民館費 中央公民館

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 26,091 839 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

諸収入

437 26,930 1 436 26,493

437 26,867 1 436 26,430

中央公民館施設の維持・管理及び公民館運営に関わる諸 住民のニーズに対応する施設設備の提供を工夫をすると 地域住民に、生涯学習活動のための場所と機会を提供す

務を行う。 ともに、安全で快適な施設管理に努める。　 ることができる。

施設老朽化による経年劣化が顕著であり、修繕箇 施設維持・管理については、設置から長期間経過 機器保守点検の舞台吊物装置保全業務委託につい

所が増加傾向である。 しており、後年度修繕費低減を図り、かつ故障による運転停止を極力防 て、平成24年度より年２回の点検を年１回とする。法定義務なし。

止し、設備保全を強化した。

使用料及び手数料

09 110 119 △9

11 10,750 11,376 △626

12 475 498 △23

13 14,842 12,602 2,240

14 308 934 △626

18 250 400 △150

19 132 162 △30

13 01 08 04 12 01 中央公民館施設使用料 1 1 1 0

20 05 04 01 50 06 コピー機使用料 400 400 450 △50

20 05 04 01 50 26 自動販売機設置電気料 36 36 60


